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　現病歴:2011年11月頃 より,右 側頬部か ら顎
下部の腫脹 と疼痛を自覚 し,近医内科受診するも
原因不明と言われた。 その後 も症状改善せず,近
医歯科 にて相談 したところ,当 科での精査加療を
　静脈奇形は血管平滑筋が単層化して異常伸展 し
た静脈腔に血液が貯留 した病態 を呈 し,低流量血







　病理組織学的所見:嚢 胞状の拡張 した静脈腔 を






議論があった。 しか し,現 在ではIssVA分類 に
従い,血 管内皮細胞の異常増殖 と自然退縮 を認め




などの高流量血管奇形 に分類 され る4,5)。低流量血
管奇形である静脈奇形は,血 管平滑筋が単層化 し
て異常伸展 した静脈腔に血液が貯留 した病態 を呈





















　 処置および経過:2012年3月,全身麻 酔下 に
腫瘍摘出術を施行 した。顎下部より皮膚切開を行
い,広 頚筋直下に暗紫色の腫瘤を確認 した(写 真
5A,　B)。顎下腺や咬筋などの周囲組織より鈍的剥













　今回われわれは,頬 部か ら顎下部に発生 した静
脈奇形の1例 を経験 したので,そ の概要について
若干の文献的考察を加 えて報告 した。
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は高信号 を呈する。 また,臨 床症状は一般的に無
痛性で発育緩徐であるが,咬 筋に発生 した血管奇
形では咀嚼 時の疼痛 を認めることがある。腫瘍の







紫色の腫瘤 を確認 して血管奇形 を疑い,病 理組織
像にて静脈奇形の診断を得た。 しか し,MR画 像
と一過性の腫脹や疼痛 を認めた現病歴から,血 管
奇形を疑 うこともできたのではないかと考える。
　血管奇形の治療法については,外科的切除,レー
ザーを用いた凝固療法,オ レイン酸モノエタノー
ルアミンを用いた硬化療法,塞 栓術などがある1)。
最近では低侵襲である凝固療法や硬化療法が行わ
れることもあるが,顎 口腔領域では外科的切除が
選択されることが多い。本症例では,病変が限局
的であったことや,硬 化療法は低侵襲であるが治
療が複数回になること,再発の可能性が低 くない
